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下顎智歯部歯肉にみられた歯牙腫の一例
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　抄録：下顎智歯部の歯肉にみられた歯牙腫の1例にっいて報告した。患者は23歳の女性で，右側下顎

智歯部の歯肉に直径約5mmの硬組織が露出していた。口腔内X線写真では，右側下顎智歯部の歯肉に

不定形の歯牙様の不透過像がみられ，その直下に埋伏した第三大臼歯が認められた。歯肉にみられた硬

組織塊は病理組織学的に複雑性歯牙腫であった。
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緒 言

　歯牙腫は象牙質およびエナメル質の増生を主

とする腫瘍様病変であり，エナメル上皮腫とと

もに，顎骨内に生ずる歯原性腫瘍としては比較

的発生頻度が高い。顎骨内に生ずる歯牙腫が経

過とともに口腔内に露出することが報告されて

はいるが，このような症例はきわめてまれであ

る。

　今回，智歯部の歯肉に露出してみられた硬組

織塊で，病理組織学的に複雑性歯牙腫と診断さ

れた興味ある1例を経験したので報告する。

症 例

　患者は23歳の女性で右側臼歯部の冷水痛，お

よび頬の誤咬を主訴として来院した。家族歴，

既往歴，全身所見ならびに口腔内所見に特筆す

べき事項はなかった。

　口腔内所見で，右側下顎智歯部の歯肉に，直

径約5mmで黄白色を呈し，表面の性状が凹凸

不整の硬組織が露出していた（Fig．1）。周囲歯

肉は軽度の発赤を呈するものの，圧痛はなかっ

た。歯および他部の歯肉に著変はなかった。

　右側下顎大臼歯部のデンタルX線写真を撮影

したところ，歯肉に露出していた硬組織は歯牙

様の不透過像を呈し，この硬組織の直下に埋伏

した第三大臼歯がみとめられた（Fig．2）。局所

麻酔下で智歯部の歯肉に露出していた硬組織を

摘出した。硬組織と歯槽骨との癒着はなく，歯

肉から容易に剥離摘出することができた。なお，

このとき摘出創より第三大臼歯の歯冠の一部が

直視された。

　摘出硬組織塊は約5×5×12mmの大きさで，

軟組織の付着はほとんどなかった（Fig．3）。摘

出硬組織を研磨標本として観察すると，象牙質

とエナメル質とが複雑に混在しており，一部に
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Fig．1　Photograph　（with　a　mirror）of　the

　　　exposed　hard　tlssue　mass　from　the
　　　gingiva　of　the　lower　right　third　molar

　　　「eglon・

Fig．2　X－ray　photograph　of　the　lower　right

　　　third　molar　region．

わずかながらセメント質層もみられた（Fig．4a，

b）。

　研磨標本をコンタクトマイクロラジオグラム

で観察するとエナメル質の部分は高度の不透過

像を，象牙質の部分は淡い不透過像を呈してい

た（Fig．5a，　b）。
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Fig．3　Macroscoplc　view　of　the　extracted
　　　hard　tissue　mass．

考 察

　顎口腔領域における歯原性腫瘍のうち，歯牙

腫の発現頻度は1．6％～22％と，報告者により

異なっている112・‘・㌦組織型別にみると一般に

集合性歯牙腫が複雑性歯牙腫を上回るといわれ

ている」・4・腿）。

　歯牙腫の発生原因に関しては不明な点が多く

定説をみないが，石川ら5’によると外因的には

外傷や，萌出のための空隙不足による歯胚の圧

迫，炎症などが考えられ，また，歯牙腫が多発

して家族性に生ずる場合のあることから，内因

素質あるいは遺伝子的因子が関与することも想

定されている。

　集合性歯牙腫は上顎前歯部に好発するのに対

して，複雑性歯牙腫は，ド顎臼歯部に好発する

傾向があるL」・4・鳳川，性別頻度にっいては，

報告者により多少の違いがあるものの男女間に

明らかな差はみられないようである㌧来院時

年齢をみると，若年者に多く珊，久野ら“）は，

10～20歳代が70％を占めたと報告している。

　歯牙腫は埋伏歯や欠如歯を伴うことが多く，

中畑ら3）は，とくに複雑性歯牙腫では埋伏歯を

伴う例が，伴わない例の2倍の頻度でみられた

と報告している、、

　E訴ないし自覚症状にっいては，腫脹，疾痛
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Fig．4a，　b　Ground　section　of　the　hard　tissue　mass．（F
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Fig．5a，　b：Contact　mlcroradiographs　of　the　hard　tissue　mass．（Fig．5a×10，

　　　　　　　　　5b〆40）
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が最も多いようであり，次いで自覚症状が無く，

X線写真で偶然に発見されるものや永久歯の未

萌出あるいは乳歯の晩期残存などが多い回5）。

　一方，歯牙腫がロ腔内に露出してみられた症

例は，塚野Dが文献症例を含めた286例のなか

の7例，中畑ら3）が，無歯顎者にみられた複雑

性歯牙腫の1例，淘llら7）が∋抜歯後約2か

月後にみられた複雑性歯牙腫の1例，千葉ら12）

が3年前に抜歯した匝部歯肉にみられた集合

性歯牙腫の1例，桜田ら’4）が巨旦間に楼小歯様

としてみられた集合性歯牙腫の1例，中野ら15）

が「百欠損部の后部歯肉にみられた複雑性歯

牙腫の1例などを報告している。

　今回の症例では，発現部位，来院時の年齢お

よび埋伏歯との関連にっいては，諸家の報告と

大きな違いはみられなかったが，複雑性歯牙腫

が歯のように歯肉から露出し，当該部の頬の誤

咬をきたした症例は，文献を渉猟し得た限りで

は見い出すことができなかった。

　患者が4年前に来院した際の診療録によると，
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その時点の口腔内診査では右側下顎智歯部に硬

組織は見られていなかった。また，最近になり

同部で頬を誤咬するようになってきたとの患者

の訴えから，本症例の複雑性歯牙腫は，顎骨内

において埋伏智歯の咬合面上方に位置していた

ものが，智歯の移動に伴いしだいに歯肉側に押

し出され，遂に口腔内に露出するにいたったも

のと思われた。

結 語

　23歳，女性の右側下顎智歳部歯肉から露出し

た複雑性歯牙腫の1例を報告した。複雑性歯牙

腫が歯肉から露出した状態でみられ，当該部の

頬の誤咬の原因になった例は，これまでの報告

例から見い出すことができなかった。
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　Abstract：This　paper　reports　a　rare　case　of　a　complex　odontoma　found　in　the　gingiva　of

a23－year－old　female．

　Intraoral　examination　revealed　tkat　a　mass　of　hard　tissue　was　exposed　from　the　gingiva

of　the　lower　third　molar　regin．　X－ray　examination　revealed　that　the　hard　tissue　mass　had

atootk－like　radiopacity，　and　was　located　on　the　impacted　lower　third　molar　tooth．　This

hard　tissue　mass　was　removed　surgicaily　under　local　anesthesia，　and　was　easily　removed

from　the　gingiva．　The　hard　tissue　mass　was　the　size　of　a　soy－bean，　irregular　and　oval　in

shape　and　yellowish　white．　By　histopathologic　examination　and　contact　microradio－

graphic　examination　it　was　diagnosed　as　complex　odontoma．
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